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平成4年度光市医師会定時総会

5月 21日（木） 午後3時半～6時

於 ：金久 旅館

出席者： 24名委任状提出者： 28名
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。議事経過の概略。

1、開会のことば

2、会長挨 拶

3、 議 長 挨拶

4、議 題

第 1号議案説明

（近藤副会長）

（福本会長）

（贋田議長）

（福本会長）

第 2号議案説明 （吉村理事）

第5号議案光市医師会会費規則改訂に

関する件説明 （福本会長）

0現行 ：A会員…5,000円

B会員…3,500円

。新項目： C会員一会費徴集しない

全会員賛成で議決

第 6号議案光市医師会入会金規則改訂

に関する件説明 f福本会長）

0理事会で再検討する

第 8号議案平成4年度収支予算（実）説

明 （吉村理事）

0医療廃棄物補助委託料を増額しても

らいたい （竹中先生）

一一 7月に改正があり、それによっ

て考慮する （福本会長）

0保健センターにスクりーンを購入し

てもらいたい （富恵先生）

等の要望がありました。

。光市医師会創立50周年記念事業特別

会計収支予算（案）説明

（寄本会長〉

来年4月で創立50周年となる

昭和18年4月1日に光市医師会が発

足した

0記念事業は 200万円以下の予算で守

うことで全会員賛成。早速準備委員

1992 

会を編成して発足させることに決定

第 9号議案総会決議委任の件説明

（福本会長）

第10号議案裁定委員選出及び顧問推薦

の件説明 （福本会長）

0裁定委員は5名一一中村圏、 中村琢、

坂垣、丸岩、富恵各先生

0顧問については、総会の承認を得て

会長に委任一一今まで通り前田俊、

竹中先生

。監査報告

5、閉会のことば

。役員表彰

（田村監事）

（近藤副会長）

・富恵先生…昭和45年より19年間に亘

り、学術、学校保健、医事紛争、

地域医療、救急医療、住民保健等

の各方面において活躍された。

・丸岩先生…昭和46年より11年間に亘

り、医事紛争、地域医療、救急医

療や労災等の各方面において活躍

された。

・藤原先生…昭和59年より広報2年、

会員福祉2年、会計4年間、活躍

された。
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〈 定時総会懇親会来賓者 〉
光市長 水~英夫

光市市民部長 田中治之

光市福祉部長 重岡 講彦

光市消防組合消防長 磯部 欣也

光税務所総務課長 西家輝州

光市保険年金課長 河崎 要介

光市保健センタ一所長 高光 之夫

うic市教育委員会次長 黒田太 一
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平成4年度光市医師会事業計画

光 市医師会長福本寿雄

今年4月1目、日本医師会において、村

瀬敏郎日医副会長が、日本医師会長に選出

されました。

村瀬新会長は、医療の基本は 「かかりつ

け医」でなくてはならない。 「よリ高次の

医療が必要なのかどうか」の判断も、 「か

かりつけ医」が行うシステムでなければな

らない。システムの軸になるのは地区医師

会で、個々の会員の利便を考えて運営して

いく。これが、医師会活動として国民の医

療に還元されていくべきである。そして叉、

年をとっての診療室で患者を待つ 「静の医

療」でなく、これからは患者や地域の生活

に溶け込んで、在宅医療などを中心とした

「動の医療Jを推進していくべきだと言っ

ておられます。

叉、今年4月より保険点数が少し上がり

ましたが、慢性疾患指導料がなくなり、特

定疾患療養指導料となりました。対象疾患

が極端に限定され、そのうえ薬価が下がっ

てきて、収入面においては却ってマイナス

になっており、看護婦の確保どころではな

い状態となりました。

このような状態にありますが、我々は新

しい医学や技術を熱心に研修し、医の倫理

に徹して地域医療に貢献することが、医師

会活動の根幹と考えております。

今年役員の改選があり、私を除いて皆若

い理事さんに執行していただくことになり

ました。初めて担当する理事さんもいると

思いますが、よろしく御協力、御指導下さ

いますようお願いいたします。又、担当理

事を補佐していただく方も別表（11ページ）

のように決めましたので、よろしく御協力

をお願いいたします。

各事業計画とも、担当理事が各会員の意

見を尊重し、民主的に且つ連携を大切にし

て運営し、全員の和を図り、研修や親睦の

実をあげ、医師会の活動力をより一層向滑

にしたいと考えております。

光市医師会も、創立50周年を迎えること

になりました。ぞれについて、記念事．業と

して伺を行うかを検討していかねばなりま

せん。それにはかなりの予算を伴うもので

すから、今後、理事会で慎重に検討してい

こうと患っております。

さらに、我々が間借りしている商工会議

所が1～2年後に新築移転することになっ

ており、その折に商工会議所から個人的に

寄伺を要求してくるものと考えられます。

これはまだ決定したことではあリませんの

で、今後の動向をみて皆様と御相談したい

と思っております。

5 



6 

光市医師会報 1992 

各項目別に事業計画を述べてみますと、 又その折、専用パスを運行しておリます

1、月例会について が、出席者が少ない時は運行を中止せざる

定例の月例会は毎月 1回実施しておりま を得ないので、少なくとも7～8人、出来

すが、研修会や親撞会を主として開催して れば20人ぐらいの御出席をお願いしたいと

おりますので、出席が大変よくなっており 思います。伺とそ・御協力をお願いいたしま

ます今後とも、勤務医の先生方の出席が す。

増えるよう、興啄ある勉強会的な要素を取

リ入れた月例会にしたいと患っております。

又、対外的な会議としては、周南三市医

師会役員会が光の受持ちになっており、そ

のほか下松医師会との協議会、健保組合と

の話し合い、光三師会の行事、光市との協

議会等がありますので、これらも大切にし

て活発な話し合いをして、横の連絡を密に

したいと思っています。

皆様の御意見をお聞かせ下さい。

2、生涯教育関係について

（担当赤崎理事）

昨年と同様、 2ヶ月に1[QJぐらいの割合

で学術講演会を実施したいと考えておりま

す。

又、心電図研究会も、はや45固を数えま

した。

昨年度末より腹部超音波研究会も、新日

鉄の及川先生のお世話で実施されましたが、

今後も毎月行う予定です。病診連携の意味

においても、ぜひ多数のご出席をお願いい

たします。

県医学会総会やさE涯教育研修セミナーに

ついても年数回にわたり各地で行われてお

りますが、これにより目医の産業医認定医

やスポーツ医の認定医等の支伺を受けるよ

うに勧められておりますので、ぜひ多くの

御出席をお願いいたします。

3、保険関係について

（担当市川理事）

今春の保険制度および点数の晃直しは、

例年と遣いかなり厳しいものがあります。

入院は病院に厚く、外来は診療所に厚く

という厚生省の方針に沿って改革されたそ

うですが、診療所には、福当厳しいものが

あります。この傾向は、年を追って強くな

っていくものと思われます。

診療所の存在価値を再考し、それぞれの

道を真剣に採らねばならない時期にきてい

るように思います。

皆様の御協力をお願いいたします。

4、医事紛争、麻薬関係について

（担当近藤理事）

( 1 ）医事紛争

本県では医事紛争が減少するどころか、

ますます増加している現状は、誠に憂慮に

耐えません。中四国では広島県と本県だけ

が突出し、香川県に至つては年間O件だそ

うで、県民性によるものかもしれませんが、

それだけに一層の自戒が必要だと思います。

予防策はいろいろあると患いますが、や

はりケース ・スタディーが、貴重な教訓iを

与えてくれるものだと思います。毎年発表

されるケースを真剣に受け取り、他山の石

としたいと思います。又、些細なことでも
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1人で悩むことなく、皆で協力して解決に

あたりたいと思います。

そのために細やかながらお手伝いいたし

ますので‘伺でも御相談下さい。

( 2）廓薬

麻薬汚染は国際的なもので、日本への浸

透もかなりのものと思われます。医療機関

への監視もますます厳しくなるものと思わ

れますので、カルテへの記録、麻薬帳簿へ

の正確な記載、保管の厳重化等をよろしく

お願いいたします。又、覚醒剤、シンナー、

類麻薬物の乱用も相変らず減少せず、その

知識を深め、関心をもつことも大切である

と思います。

5、地域医療計画、

救急医療関係について

（担当 近藤理事）

( 1 ）地域医痩計画

本県の地域医療計画は、 5年毎に見直し・

再計画されていることは御存知の通りです。

当医師会が所属する周南医療圏は毎年人口

が減少しておりますので、見直し時の動向

が裏F書されているところです。又、今年の

点数改訂で、病院のランクづけの方向が微

かに窺えて警戒を要するところです。本国

会で医療法改正案がほぼ成立する見込みで

すので、こうした傾向は一層はっきりする

と思われます。健保への民間保険の導入も、

ますます進むものと思われます。従来の行

き方を変え、根本的に見直す必要のある時

期に差しかかりつつあるように患います。

その意味でも病診連携・診診連携をスムー

ズに行うことが重要で、そのためにいささ

かの微力をつくしたいと思います。
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( 2）救急医療

休日在宅当番医制は、非常に御協力をい

ただいて、今まで立派にやってまいりまし

た。医師会として地域住民に最も密接に触

れ合い、地域からも頼りにされている事業

だと思います。今後とも御協力の程お願い

いたします。

今後、休日診療所や複間救急対策等も課

題となってきましょうが、行政ともよく話

し合い、医師会と地域住民のために最も良

い方策を探してまいりたいと思います。

皆様の建設的な御提言をお待ちいたしま

す。

6、産業保健関係について

（担当前回理事）

高齢化社会の到来と職場環境や作業様態

の変化に伴い、労働省の疾病の多様化が指

摘され、心身両面にわたる労働者の健蔵の

保持・増進が目標として取り上げられる昨

今となりました。

そのためにも、現在産業医をされている

方、又は今後産業医となられる方は、平成

2年4月より発足した日医の産業医制度に

のっとり策定された日医ならびに県産業底

部会主催の研修会に積極的に参加され、研

修されて社会のニーズに対応されることが

必要になりましょう。

7、学校保健関係について

（担当前田理事）

( 1 ）児童 ・生徒の心臓検診

昨年と同様にA方式で行います。小学1

年生・中学1年生全員について、調査票と

心電図検査を6月88よリ16日までの6日

7 
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間で実施いたします。

従って、出来る限り 5月末日までに内科

的健診を実施していただき、心雑昔、不整

脈等、又はその疑いに気伺いた場合は‘学

年を関わず心電図検査に加えて下さい。そ

の結果、 要管理者については、枝医は、病

状を把握して学校側に適切な管理をするよ

う御指導下さい。

( 2）各学校における学校保健委員会や光

市学校保健会総会等

この件に関しては、よろしく御協力をお

願いいたします。

( 3）児童・生徒の保健に関する問題

学校医研修会をかねた医学講演会を年1

回（ 2月頃）開催し、 市民に公開したいと

思いますので、 よろしく御協力下さい。

( 4）小・中学校教職員の定期健診

一昨年より心電図、聴力検査、 貧血、肝

機能ならびに脂質検査が加えられました。

各検査は、結核予防会、県予防保健協会に

依頼し、実施されます。校医は、その結果

を総合的にチェックし、事後指導して下さ

( 5）学校保健法施行規則の一部改正

本年度より学校保健法施行規則の一部改

正があり、 その要点は以下の通りて・す。校

医は、よろしく御留意下さい。

(-1)小学1年生のX線検査は、「心誠疾病、

異常の有無の桟査としてのX線検査は

削除」され、ツ反応陽性者のみ実施さ

れることになった。

（同「尿」検査に新たに糖が追加となった。

川「聴力」検査については、オージオメ

ーターによる方法のみとなった。

にjf脊柱および胸廓の疾病および異常の

1992 

有無Jについては、胸廓異常の例示は

削除されることになった。

同「視力」検査については、1.0、O.？お

よび0.3の3指標により判定して差し

っかえないものとなった。

8、住民保健関係について

（担当梅田理事）

( 1 ）予防接種

予防接種も、個別方式が次第に増えてき

て、出務が少なくなってきました。従って、

個別接種における医療事故のないように心

掛けて下さい。

( 2）老人保健法による健康診査

今年度より 4項目 （HDL、TG L、C

R N、α－GTP）が追加されました。ス

クリー二ングとして少しずつ検査が充実し

てきたように思います。又、子宮癌、乳癌

に加えて、今年度より大腸癌検診が正式に

加えられました。大変だと患いますが、御

協力下さい。

( 3）被爆者健診

今年度より被爆者健診が個別方式となり、

5月と9月に実施することになリました。

受診者は少ないと思いますが、よろしくお

願いいたします。

( 4）人間ドック

光市国保においては、従来の日帰り人間

ドックに加えて、 1泊28の短期人間ドッ

クも行うこととなりました。よろしく御協

力下さい。

( 5）各公民館等における健康教育

このことに関しましては、市民の健康へ

の関心を高める意味においても、よろしく

お願いいたします。
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9、労務、税制関係について

（担当 梅田理事）

情報の収集に努力し、ファクシミリを利

用して、その提供に心掛けていきたいと思

っております。皆さんからの御意見、新し

い情報をお待ちしております。

10、会員福祉関係について

（担当光武理事）

今年度の福祉関係については、皆さんの

意向を充分に考慮に入れて、なるべく多く

の会員が参加でき、そして、楽しい思い出

になるような企画をしたいと思っておりま

すので、よい御意見をお聞かせ下さい。

又、従業員との親睦会は、日帰リパス旅

行をしたいと計画しております。

その他の行事は、前号の平成4年度の事

業計画概要に書いである通りです。御意見

をお聞かせ下さい。

11、広報関係について

（担当藤村理事）

市医師会報の発行は、代々の担当理事が

熱心に取り組んでおられるので、立派に発

行されています。

今後も毎月発行していく予定ですが、内

容については、医師会の行事や講演会 ・研

修会の内容を予定しております。

しかし、その他に会員の随筆や趣味等も

掲載したいと思いますので、各会員にお願

いした折は、快く御執筆下さるようお願い

いたします。
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12、会計関係について

（担当吉村理事）

編成された予算が、本会を運営していく

上の歳出面で円滑に行われるように業務を

遂行し、 Eつ健全な決算が遂行できるよう

執務してゆきたいと考えております。

13、勤務医との病診連携について

当医師会においては、勤務医側として 1

名、病院関係側として3名が、理事として

医師会の運営に参画していただいておりま

す。従って、開業震と勤務医、診療所と病

院との連携や親睦が、比較的友好的に交流

していると思います。

今後、さらにスムーズにしていくには、

何）興味ある研修会や講演会を簡催し、勤務

医にも多く出席してもらう。

ロ患者の紹介や患者の返還をスムーズに行

うごと。

川若い会員と中高年の会員、又、新会員と

長年の会員との受流を深める。

口ゴルフ、旅行、親睦会等で親睦をより漂

める。

等を大切にしていきたいと患います。

9 



10 

光市医師会報

。 6月度定例理事会 。

6月9日以） 午後？時単より

於光市医師会館

議 題

1 ）保険担当理事会報告

2 ）正副会長会議等報告

3 ）松岡満寿男氏の件

4 ）入会金規則改定の件

5 ）創立50周年準備委員会の件

6 ）その他

出席者福本、近藤、市川、赤崎、

前田、梅田、光武、吉村、

藤村

1992 

。光市医師会会費規則。

£』
ヨヨ： 費

十本規則は、光市医師会会費を定める。

2 、光市医師会のA会員は会費月額~000円

を、叉B会員は会費月額3,500円を賦課す

る。但し、 C会員は会費を賦課しない。

3、満70才以よの会員は、申請により会費

を免除することができる。その他の会員

の会費の減額又は免除については、理事

会の議決を経なければならない。

4、会費は入会した当月より徴集し、退会

の場合は当月分を徴集しない。但し、既

に納入したものは返却しない。

附則

1、この規則は、平成4年4月 1日より施

行する。

2、この規則を改める場合は、総会の承認

を要するものとする。

〔5・6月度月間行事・会議等3
月 日 曜 ｜ イ寸 事 4』 議 場 所 出席 者ヨ三

5 I 6 水 定例理事会 ｜光市医師会館 7 名

5 I 8 金 心電図研究会 ｜光市立病院 10名

5 I 21 木
平成4年度光市医師会定時総会 1金

久 55~ 館 24 名名
同 懇親会 30 t- . 

5 I 23 土 県生涯教育委員会 山口県医師会館 富恵 哲

5 I 24 日 光医師会ゴルフコンペ
ド・周回圃

周南カントリークラブ ？名

伊都市正副会長会議
山口 県 医 師 会 館 福本寿雄5 /28 木 I山口県医師互株助会支部長会議

ー－ ...- 4山福株式会社主総会
近麗龍一

5 /31 8 i第 75白山口県医幹総会 宇部市文化会館 ｜ 14名第 46固山口県産主総会

6 I 4 木
今・

山口県学校保憧連合理事会 山 ロ 県 庁 福本寿雄

6 I 9 火 定例理事会 光市医師会館 9 名
一6 I 12 金 心電図研究会 光市立病院 13名

6 I 16 i火 倉1立50周年記念事業準備委員会光市医師会館 13名
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光市医師会理事の職務分担表
(H4.4.l) 

氏 名 ~ 務 会 務 。〉 内 '.t:，，、zーr－ 

福 本実 善後 1、総 務 1、総括的事項の統括
2、臨床検査 2、電床検査の集配
3、医療廃プ棄 物 3、医療廃棄物の収集、契約
4 .レセ ト 4、レセプトの収集送伺
5、心臓検診 5、小・中学生の心臓検鯵の実項施、集計
6、市との諸契約 6、市との諸契約に関する事

一
近滋随一 1、医事紛争 1、医事紛争の研修および事敬の処理

2、麻 薬 2、麻薬取り級いの指導研修
3、地域医療計画 3、地域医療計画の基本的問題
4 、君主 急医療 4、救急医療の研修、指導

5、休日当番医の編成、調望室
6、救急速絡網の盗傷

一
吉村明人 1、会計、総理 1、予算の編成、執行‘決算

2、諸 会 議 2、諸会議の開催、運営
3、事E 手93 局 3、事務局員の管理、給与

前田昇一 1、学校保健 1、就学児、数百破員骨量惨毒事の立案、調霊
2、学校医報酬軍事の契約についての検討

2、産業保健 3、産業医の研修の立案、通知
4、産業医の契約、処遇および指定

赤崎信正 i1、学術‘生涯教育
一

1、学術の研究、研修、 6l演会
2、学会の運営、学会への演題提出 ． 
3、生涯教育セミナーへの出席勧誘 ． 

2、内科医会 4、内科医会の研修会の開催、通知
3、勤務底部会 5、勤務医部会の開催および通知

梅田 電車 1、住民保健 1、予防援種〈出務．個別）立案、調髭
2、健康教育の計画、捕監
3、健康診査（老人健康診査、子宮街、乳提言‘

大腸窓、国保人間ドック（臼帰リ、 1泊）、
乳健、 1・6・3才健S念、被蝿省検診等）
の立案‘謁盤、報酬

2、医業経営 4 、~業経営の研究 、研修会
3、税 illリ 5、税の研究、研修会
4、労 務 6、医業労務の指導、労働保険宅医務組合の運営

藤村 ヰト 1、広 幸E ト医師会内外への広報
2、県医師会報への投稿勧誘および報告

2、4コ°＂ 報 3、光市医師会報の編集、発行

市川 晃 1、医 療保険 1、医療保健業務、研修会
2 .保険己主正の説明‘指導

！医療情報システム 3、医療情報システムの研修、検討

光武速夫 ト 会 員 福 祉 、 互 助 1、会員の慶弔時の事務的処理
2.会員、家族、従業員の親睦会の企画．実施
3、従業負永年勤続表彫の企画、尖施

2.労災保険 4 .労災保険の研修
3.自 賠 実 5. §賠責保検の研修

（策磁〉福本寿雄→光市学綬保健会長、徳山保健所運営協語会望書員、周南地埠救急医綴
対策協議会委員、周南地域医療対策路議会、光市国俣運営宝署員、光
市福祉飽議会評議員．光市在宅介護支援センター餐員

近厳鶴一→光市社会福祉事務所嘱託
赤噛f！正一徳山環療保健所結核審査委員

11 
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z 編集後記 ＝

梅雨の季節でありながら、目下晴模様の天気が続いています。まとめ

て集中豪雨にならなければ良いがと案じています。他県から来たある人

の話では「山口県は夜中に雨力、漣って朝になると晴れます~J との結構

なご感想でした。

5月24日の光医歯会コンペの結果は写真版に致しました。赤崎先生の

見事なスイング、周南cc.クラブハウスて・のスナ、ソプ等、これで当日をよ

く思い出していただけそうです。

表紙の「花菖蒲」は仁保村に行った帰りに撮りましたが、カメラを向

けていると、そこの奥さんが出て来られ色々と花菖蒲についての談議を

賜りました。

今回、あれこれと慣れぬ編集に手間どり会報が遅れてしまいました

すみません。 （藤村）
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